




○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 7

（追加情報） ………………………………………………………………………………………………………… 7

- 1 -

㈱協和エクシオ（1951） 2019年３月期 第１四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結

会計年度との比較・分析を行っております。

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間（2018年４月１日～2018年６月30日）におけるわが国経済は、政府や日銀による経

済・金融政策を背景に企業収益や雇用・所得環境の改善が続いており、米国政権の経済政策運営や地政学リスク等

に基づく金融・資本市場の変動による景気の下振れリスクを内包しながらも、全体としては緩やかな回復基調で推

移しました。

 このような環境下において、当社グループは中期経営計画（2016～2020年度）の中期ビジョン「グループ総力を

結集し、トータルソリューションで新たな成長ステージへ」のもと、コア事業である通信キャリア事業において

は、徹底した効率化による収益力強化を図るとともに、グループ一体で既存の技術とサービスを融合させ成長エン

ジンである都市インフラ事業とシステムソリューション事業の拡大に努めるなど事業ポートフォリオの再構築を推

進してまいりました。

 また、2018年５月９日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、シーキューブ株式会社、西部

電気工業株式会社及び日本電通株式会社を株式交換完全子会社とする各株式交換による経営統合を行うことを決議

し、同日、各社との間で2018年10月１日を効力発生日とした株式交換契約を締結し、その後の各社の定時株主総会

で承認されました。各社との連携によって、長年培った高い技術力をベースに強みである「トータルプロセス」

「トータルソリューション」「全国施工体制」をさらに強化し、グループ内の経営資源を効率的に活用することで

シナジー効果の発揮を図り、より強固な経営基盤の確立に努めてまいります。

 当第１四半期連結累計期間の経営成績につきましては、受注高は 805億３千１百万円（前年同期比 99.4％）、

完成工事高は 618億９千８百万円（前年同期比 105.7％）となりました。損益面につきましては、営業利益は 38

億９千万円（前年同期比 103.7％）、経常利益は 42億４百万円（前年同期比 100.2％）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は 27億２千８百万円（前年同期比 98.1％）となりました。

 当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況は、次のとおりであります。

①エンジニアリングソリューション 

 通信キャリア事業につきましては、通信キャリアの設備投資がやや抑制傾向にある中、固定通信関連では光開通

工事の伸びに鈍化傾向が出てきたものの、設備運営業務などの拡大に努めたほか、モバイル関連ではスマートフォ

ンやタブレット等スマートデバイスの利活用拡大によるモバイルトラフィックの増加に伴い、主要都市部を中心に

4Gにおける新周波数帯の無線基地局の増強・整備等を進めました。 

 都市インフラ事業につきましては、2020年東京オリンピック・パラリンピック開催を控えインフラ整備が始まる

中、競技会場の照明設備LED化工事を施工したほか、国や自治体等の各種投資や首都圏における再開発事業が積極

的に展開される中、データセンタの電気設備工事、防災行政無線整備工事及び高速道路通信設備工事などの大型案

件に取り組んだほか、700MHz周波数帯TV受信対策工事の首都圏エリアにおける受注が本格的にスタートいたしまし

た。 

 これらの取り組みの結果、受注高は 684億５千３百万円（前年同期比 98.6％）、完成工事高は 530億１百万円

（前年同期比 107.8％）、セグメント利益は 51億７千１百万円（前年同期比 116.1％）となりました。 

②システムソリューション 

 システムソリューション事業につきましては、本格的なIoT時代の到来に伴う情報ネットワークのセキュリティ

強化やクラウドサービスの拡大など、ICT投資も益々活況となる中、BPM（Business Process Management）ソリュ

ーションなどの新しいビジネスの拡大に取り組みました。 

 また、「新エネルギー」「ジオソリューション」「クラウド・セキュリティ」「グローバル」の各ソリューショ

ン分野で積極的な営業活動を推進する中で、Bluetoothの最新規格（Bluetooth mesh）を活用したスマートオフィ

ス・ソリューション「EXOffice（エックスオフィス）」の提供をスタートしました。これは、働き方改革やワーク

スタイル変革の実現に向けたオフィスを巡る多様なニーズに、一つのプラットフォームで応えることができるもの

であり、お客様に対して更に付加価値の高いソリューションを提供してまいります。 

 これらの取り組みの結果、受注高は 120億７千８百万円（前年同期比 103.8％）、完成工事高は 88億９千６百

万円（前年同期比 94.8％）、セグメント損失は ３億１百万円（前年同期はセグメント損失 ７千９百万円）とな

りました。 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ 198億６千万円減少し、2,414億４千５百万

円となりました。これは主に受取手形・完成工事未収入金が減少した結果であります。 

 負債は、前連結会計年度末と比べ 197億５千５百万円減少し、654億４千９百万円となりました。これは主に支

払手形・工事未払金の減少によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比べ １億４百万円減少し、1,759億９千６百万円となりました。これは利益剰余

金、その他有価証券評価差額金の増加があったものの自己株式の取得による減少の結果であります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年３月期の連結業績予想につきましては、2018年５月９日に発表いたしました業績予想から変更はありませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 26,095 31,117 

受取手形・完成工事未収入金 92,185 50,289 

有価証券 4,499 11,699 

未成工事支出金等 27,617 35,862 

その他 1,967 2,864 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 152,365 131,831 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 21,003 20,821 

土地 36,602 36,584 

その他（純額） 5,059 5,202 

有形固定資産合計 62,664 62,608 

無形固定資産    

のれん 658 756 

その他 3,251 3,136 

無形固定資産合計 3,909 3,893 

投資その他の資産    

その他 42,600 43,347 

貸倒引当金 △235 △234 

投資その他の資産合計 42,365 43,112 

固定資産合計 108,940 109,614 

資産合計 261,305 241,445 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2018年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 34,802 21,200 

短期借入金 1,012 1,048 

未払法人税等 5,004 776 

未成工事受入金 3,574 5,219 

引当金 1,897 1,032 

その他 16,870 13,685 

流動負債合計 63,161 42,962 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

長期借入金 10 156 

引当金 315 271 

退職給付に係る負債 5,070 5,085 

その他 6,647 6,972 

固定負債合計 22,042 22,486 

負債合計 85,204 65,449 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,888 6,888 

資本剰余金 8,098 8,126 

利益剰余金 169,883 170,208 

自己株式 △23,187 △24,000 

株主資本合計 161,682 161,223 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,198 5,732 

為替換算調整勘定 11 △3 

退職給付に係る調整累計額 8,681 8,532 

その他の包括利益累計額合計 13,891 14,262 

新株予約権 285 291 

非支配株主持分 242 219 

純資産合計 176,101 175,996 

負債純資産合計 261,305 241,445 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

完成工事高 58,563 61,898 

完成工事原価 50,713 53,383 

完成工事総利益 7,849 8,514 

販売費及び一般管理費 4,096 4,623 

営業利益 3,752 3,890 

営業外収益    

受取利息 1 3 

受取配当金 270 210 

受取地代家賃 147 55 

その他 130 129 

営業外収益合計 549 399 

営業外費用    

支払利息 7 6 

賃貸費用 38 15 

固定資産除却損 2 21 

貸倒損失 － 21 

その他 54 21 

営業外費用合計 103 85 

経常利益 4,198 4,204 

税金等調整前四半期純利益 4,198 4,204 

法人税等 1,404 1,475 

四半期純利益 2,793 2,729 

非支配株主に帰属する四半期純利益 11 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,782 2,728 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年６月30日) 

四半期純利益 2,793 2,729 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,302 534 

為替換算調整勘定 △17 △37 

退職給付に係る調整額 △112 △148 

その他の包括利益合計 1,171 348 

四半期包括利益 3,965 3,077 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,964 3,099 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △22 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

（追加情報）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。 
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